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	板橋区家賃等債務保証支援事業実施要綱
	(平成１７年２月２５日区長決定)
	（目的）
	第１条　この要綱は、区民、民間事業者及び板橋区（以下「区」という。）の連
	携と協働により区内に居住する高齢者等に対し、民間賃貸住宅への入居を支援する制度を整備し、もって高齢者等の居住の安定を図ることを目的とする。
	（定義）
	第２条　この要綱において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定めるところによる。
	(1) 高齢者等　高齢者、障がい者世帯、子育て世帯、被災者及び低額所得者世帯をいう。
	(2)　高齢者　60歳以上の者をいう。
	(3)　障がい者世帯
	この要綱は、平成１８年４月１日から施行する。
	別表第１（第３条関係）
	別表第２（第５条関係）

